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全日本合唱連盟創立８０年記念 

第６３回全日本合唱コンクール青森県大会について（ご案内） 

公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業 

 

 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、標記について下記のとおり開催することになりました。つきましては、多数ご参加下さい
ますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 日  時    令和８（２０２６）年８月２３日（日）１０：１５～１７：００ 

 

２  会  場    リンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール） 

             （〒０３８－００１２青森県青森市柳川１丁目２番１４号） 

 

３ 主  催    青森県合唱連盟、朝日新聞社 

 

４ 共  催    青森県小学校長会、青森県中学校文化連盟、 

青森県高等学校文化連盟合唱部 

 

５ 後  援    青森県、青森県教育委員会、青森市、青森市教育委員会、 

青森県文化振興会議、青森県音楽教育連盟、東奥日報社、陸奥新報社、 

デーリー東北新聞社、東奥日報文化財団 

 

６ 審 査 員    岩本 達明、清水 雅彦、村松 玲子 （五十音順） 

 

７ 日程・内容・参加資格等   別紙のとおり 

 

８ 参 加 料    中学生１名あたり    … １，０００円 

   高等学校１名あたり   … １，３００円 

          大学職場一般１名あたり … １，５００円 

          小学生１名あたり    …   ５００円（青森県合唱連盟加盟団体） 

          小学生１名あたり    …   ９００円（青森県合唱連盟未加盟団体）  

 

 

 



全日本合唱連盟創立８０年記念 

第６３回全日本合唱コンクール青森県大会実施要項 

公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業 

実施要項をご熟読ください。参加団体には後日、「出演者要項」他、必要な文書をご熟読いただき、安全で円滑な大会

運営にご協力をよろしくお願いします。 

１．主 催   青森県合唱連盟、朝日新聞社 

 

２．共 催   青森県小学校長会、青森県中学校文化連盟、青森県高等学校文化連盟合唱部 

 

３．後 援   青森県、青森県教育委員会、青森市、青森市教育委員会、青森県文化振興会議、青森県音楽教育連盟、 

        東奥日報社、陸奥新報社、デーリー東北新聞社、東奥日報文化財団 

 

４．期 日   令和８（２０２６）年 ８月２３日（日）午前１０時１５分開演予定 

 

５．会 場   リンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール） 

        〒０３８－００１２ 青森市柳川１丁目２番１４号  TEL０１７－７２２－３７７０ 

 

６．審査員   岩本 達明、清水 雅彦、村松 玲子 [五十音順・敬称略] 

 

７．大会規程  別紙「全日本合唱コンクール青森県大会参加規程案」に従って実施する。 

        以下に記載されている内容は、大会参加規程より抜粋した。 

        ※「全日本合唱コンクール青森県大会参加規程案」は令和８年４月２６日の総会に提案される。 

     変更があった場合は、青森県合唱連盟ホームページ https://aomori-pca.xyz/に掲載する。 

８．演奏曲・演奏時間 

 課題曲 自由曲 演奏時間 

中学生部門 ありません 

曲目・曲数に 

制限は 

ありません 

演奏開始から終了まで８分００秒を超えては

ならない。 

高等学校部門 
全日本合唱連盟発行

「名曲シリーズ」（今年

度課題曲掲載）から一

曲選択して演奏してく

ださい。 

【課題曲】制限なし 

【自由曲】演奏開始から終了まで６分３０秒

を超えてはならない。 

大学職場一般

部門 

【課題曲】制限なし 

【自由曲】演奏開始から終了まで８分３０秒

を超えてはならない。 

小学生部門 

全日本合唱連盟発行

「名曲シリーズ小学校

版」（2024 年度課題曲

掲載）から一曲選択し

て演奏してください。 

【課題曲】の演奏開始から【自由曲】の終了

まで７分００秒を超えてはならない。 

９．申し込み 

（１）参加申し込みに必要な書類は次の通りです。 

 ア）参加申込書３部 

 イ）参加負担金納付書３部 

 ウ）審査員用楽譜３部〔楽譜の表紙に団体名を明記し、演奏箇所がわかるようにインデックス（付箋不可）で

わかりやすく表示してください。コピー楽譜は著作権法で禁止されています。ただし、絶版などのやむを得ない事

情がある場合は理由を明記した文書を添付してください。なお、審査員用楽譜が間に合わなかった場合は失格とし

ますので、くれぐれもご注意ください。（※東北支部大会・全国大会では５部以上必要になります） 

 エ）自由曲の表紙または目次コピー１部[自由曲の楽譜・曲集等から、作詞者・作曲者・曲名等が記載されている

表紙、または、目次のページのコピー 余白に団体名を必ず記載すること] 

 オ）返信用封筒１部〔長形３号・定型郵便用・Ａ４横三ツ折<横 120mm×縦 235mm>（できればのりつき封筒）に 

１１０円切手をはり、住所・氏名（「様」も記入すること）・郵便番号・封筒（表）の左下に合唱団名を明記し

https://aomori-pca.xyz/


たもの〕 

（２）申し込み〆切   令和８年 ７月 ３日（金） 必着 

（３）申し込み先 

◎申し込みに必要なすべての書類の送付先 ※事務局長宅ではありません。 

〒０３０－０９２１  青森市原別３－１－１ 

青森東高等学校内   宮本 由紀乃 宛 

（送付の際、伝票記入用の電話番号 017-736-2440） 

※「問い合わせ」は事務局長宛にしてください。 

（４）問い合わせ先 ◎申し込み方法や大会についての問い合わせは、下記事務局長宛でお願いします。 

問い合わせは、できるだけ、ＦＡＸ・Ｅ－メールでしてください。 

青森県合唱連盟 事務局長   工藤  琢 

ＦＡＸ   ０１７－７７６－８３７７ 

Ｅ－メール aomoripcl@gmail.com（２４時間受付） 

電話番号  ０８０－２８４２－３４８３（平日日中は勤務中のため対応不可です。） 

 

（５）申込〆切後、「進行表」「出演者要項」「音源申込書」「運営スタッフについて」などを事務局で作成いたします。 

   青森県合唱連盟ホームページに掲載いたしますので、出演団体の責任でダウンロードし、熟読の上、必要な申し込

みや団員への周知をお願いいたします。ご不明な点がありましたら、お気軽に上記までお問い合わせください。 

〔掲載予定･･･７月１８日迄（予定が変更になる場合は、ホームページで周知します。）〕 

青森県合唱連盟公式ホームページが新しくなりました！ 

https://aomori-pca.xyz/ 
 

１０．参加負担金 

（１）青森県大会参加料〔※指揮者・伴奏者・譜めくり除く。プログラム代金を含む。出演者は会場内に入ることは可能〕 

【中学生】１人あたり１，０００円【高等学校】１人あたり１,３００円 【大学・職場・一般】１人あたり１,５００円 

【小学生】加盟団体１人あたり５００円 未加盟団体１人あたり９００円 

（２）付添者は、出演者と同額とします。 

   ※付添者とは、指揮者・伴奏者・譜めくりを除く、団体関係者（顧問・児童付き添い）・児童・生徒のことです。 

なお、原則として一団体につき４名までとします。 

（３）納入後に出演者・引率者が増えた場合は、大会当日に出演者受付で納付してください。 

（４）ゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの「払込取扱票」をご使用の上、下記の郵便振替口座に払い込んでください。 

（５）払込人住所・氏名欄には、必ず団体名をご記入ください。 

（６）負担金の振り込み  令和８年７月９日（木）〆切 

  振替口座番号  ０２２４０―７―１２０５５１ 

青 森 県 合 唱 連 盟 

 

１１．出演順 

（１）今年度の各部門の演奏順は、中学生→小学生→高等学校→大学職場一般（大学ユースの部）、大学職場一般（室内 

合唱・混声合唱・同声合唱の部）とします。（令和７年度は高等学校→小学校→中学校…の順） 

mailto:aomoripcl@gmail.com
https://aomori-pca.xyz/


（２）出演順は抽選で決定します。理事長、副理事長、事務局長が参加しての代理抽選で出演順を決定します。 

（３）列車等の交通事情の都合で特に希望のある場合や出演者が複数の団体に出演している場合は、その旨を申込書の 

「希望事項」の欄に書いてください。事務局の判断で出演順を調整することがあります。 

 

１２．表彰、審査方法、及び東北支部大会への推薦 

（１）各部門とも、金・銀・銅賞をもって表彰します。また、総合点上位の団体に次の特別賞を贈ります。 

   全日本合唱連盟理事長賞〔総合１位〕 青森県合唱連盟理事長賞〔総合２位〕 

（２）３名の審査員が課題曲５０点・自由曲５０点（合計１００点満点・中学校部門のみ自由曲１００点）で採点。その 

得点を審査員ごとの順位におきかえ、リーグ戦で部門内順位を決する「順位による単純リーグ戦方式」（＝東北支 

部大会と同方式）で審査を行います。 

（３）審査の区分は、以下の５つとします。 

①中学生部門  ②高等学校部門  ③大学職場一般部門 大学ユースの部 

④大学職場一般部門 室内合唱・混声合唱・同声合唱 ⑤小学生部門 

（４）東北支部大会の出演順は、審査の後、大会本部（２F 楽屋２・３）で抽選により行いますので、団体の代表者 

   は閉会式後集まってください。閉会式後、１０分以内に代表者が来なかった場合、事務局が代理抽選をします。 

 

１３．災害等への対応 

 （１）コンクールの開催にあたり、主催者では地震、台風などの災害、悪疫流行、行政措置等の不可抗力によるコンク 

ール開催を左右する事項に関して、正確な情報を収集し、行政当局の指示に従って判断していきます。また、コ 

ンクール開催や参加に関する決定事項は、速やかに各団体にご連絡いたします。 

 （２）開演中の地震等緊急事態への対応規定 

１. 緊急事態の定義 

地震・火災・不審者の侵入等により、舞台上での演奏継続が困難、あるいは安全確保が必要と判断される状 

況を指す。 

２. 基本方針 

参加者、来場者、および運営スタッフの安全確保を最優先とし、迅速かつ冷静に対応する。 

３．判断に係わる者 

      判断に係わる者は以下の４者とする。 

① 青森県合唱連盟理事長 ② 連盟舞台責任者 ③ 会場責任者 

④ 演奏団体は、舞台上または舞台袖（進行係側）に、演奏の中止を即座に判断できる指揮者または団体の 

責任者が常駐すること。 

４. 具体的な対応手順 

① 演奏時間外（曲間や入れ替え時）に発生した場合 

・進行中断： 直ちに進行を中断する。 

・協議： 会場責任者と連盟舞台責任者が協議を行う。 

・再開判断： 安全が確認された後、理事長の判断により再開する。 

② 演奏中に発生した場合 

・継続可否の確認：会場責任者が演奏継続の可否を判断する。 

・中止の指示  ：継続不可とされた場合、連盟舞台責任者が舞台上で演奏を中止させ、避難・安全確保を 

誘導する。 

・団体の判断  ：継続可能と判断された場合でも、連盟舞台責任者は団体責任者に続行の意思を確認す 

る。なお、指揮者は自身の判断で演奏を即座に中断することができる。 

③ 演奏のやり直しについて 

・中断後の処置 ：一旦、舞台上手袖より退避する。 

・再演奏    ：１０分以上の休憩時間を確保し、心身の安全が確認された上で、演奏のやり直しを認め 

るものとする。 

④ 大会の継続が困難な場合 

・情報収集   ：会場責任者等から詳細な状況（インフラ被害や公共交通機関の影響など）を収集する。 

  ・最終判断   ：収集した情報に基づき、理事長が大会全体の継続可否、または中止・延期を判断する。 

 

１４．免責事項 

（１）主催者の都合により本行事が中止になった場合を除き、納入された参加料の払い戻しはいたしません。また、 



交通費・宿泊費等の諸経費は負担いたしません。 

（２）地震や台風等の災害、悪疫流行、行政措置等の不可抗力によって開催できない場合、納入された参加料の払い 

戻しはいたしません。また、交通費・宿泊費等の諸経費は負担いたしません。 

 （３）本大会の開催が中止になった場合、東北支部大会・全国大会推薦団体の選考は、当県理事長・副理事長が協議を

行い、決定した方法で選考を行います。 

 

１５．その他 

（１）入場料は一般１，２００円・高校生以下７００円です。後日、出演団体には人数に見合う枚数のチケットを送 

   りますので、販売にご協力願います。精算は大会当日、出演者受付で行います。 

 （２）昼食・弁当は各団体で準備してください。また衛生上、各団体で注文した弁当を連盟では一切預かりません。 

 （３）代表者会議は行いません。後日ホームページに掲載する出演者要項をよくご覧ください。 

 （４）スマートフォン・ビデオ等あらゆる機器を使用した会場での録音、撮影は一切禁止です。厳重に守ってくださ 

い。携帯電話等の電源はお切りください。また、時計のアラームも解除してください。その他、音を出す機器 

類の会場への持ち込みは一切禁止します。 

 （５）出演団体は当日、出演者受付を行い、会場到着をお知らせください。 

（６）大会に関わる文書・大会要項・出演者要項・審査結果は、パソコンからインターネットでご覧頂くことができま 

す。なお、なるべく早くホームページへ掲載したいと思いますが、いつ掲載するかは事前にお知らせできません 

ので、ご了承ください。 

また、東北支部理事会等で大会要項等に変更が生じた場合、青森県合唱連盟公式ホームページで掲載します。 

青森県合唱連盟公式ホームページが新しくなりました！ 

https://aomori-pca.xyz/ 
   

１６．運営スタッフ募集について 

 （１）今年度も運営スタッフ（ドアチェック）を募集します。お手伝いしていただける団体は参加申込書にご記入くだ 

さい。 

 

１７．音源・映像について 

（１）希望する出演団体に音源・映像を販売いたします。申し込みについての詳細は、７月中旬、青森県合唱連盟ホ 

ームページに掲載いたします。ＣＤ及びＤＶＤによる販売となります（ＣＤ１枚につき１５００円、ＤＶＤ１ 

枚につき２０００円の予定（送料込））。本番当日、出演者受付の時にお支払い頂きます。 

（２）購入される団体の方は、参加申込書に必要事項をご記入ください。部門ごとに編集します。一般向けの販売は 

いたしません。団体の事情により映像に撮影を希望されない場合は、参加申込書の希望事項欄にその旨をご記 

入ください。 

 

 

 

https://aomori-pca.xyz/


１８．80th Anniversary「合唱ジャンボリー2027 in KYOTO」への出演について 

   全日本合唱連盟より、全日本合唱コンクール県大会の大会要項への記載の依頼がありましたので、以下に掲載し 

ます。 

2027 年、全日本合唱連盟は創立 80 年を迎えます。これを記念して開催する「合唱ジャンボリー2027 in KYOTO」

は、全国の合唱愛好者が集いこれまでの歴史を祝うとともに、合唱の魅力を広く発信する祭典です。 

本記念事業の一環として、今年度 2026 年度の「第 79 回全日本合唱コンクール全国大会」において優秀な成績を 

収められた団体に、本イベントへの出演を依頼いたします。 

【開催概要】 

• 名称： 80th Anniversary「合唱ジャンボリー2027 in KYOTO」 

• 日程： 2027 年 5 月 22 日（土） 

• 会場： ロームシアター京都（京都市左京区） 

【選出および出演について】 2026 年度全日本合唱コンクール全国大会において優秀な成績を収めた団体より選出いたし

ます。 

• 選出方法： 全国大会の各審査ブロックの金賞受賞団体から 1 団体に出演していただきます（出演交渉は審査結

果の上位団体から行います）。 

• 出演枠： 計 9 枠を予定しています。 

【出演条件・詳細】 

• 出演料： 無料（※ただし、交通費・宿泊費等の費用は自己負担となります） 

• 出演時間： 15 分以内（入退場・団体紹介の時間を含みます） 

• 演奏曲： 自由（コンクールでの演奏曲に限りません） 

• 入場券： 出演者が他団体の演奏を鑑賞するための「出演者割引入場券」を 1,000 円（U24：500 円）（予定）で

販売いたします。 

※詳細につきましては、全国大会の出演要項にて改めてご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全日本合唱コンクール青森県大会参加規程 

 

令和８年４月２６日の役員会・総会にて提案・検討を行い、承認されました。 

 

（出演の資格） 

第１条 

 出演の資格を有するのは、青森県合唱連盟のいずれかの部門に加盟している合唱団とする。 

 但し、小学校部門においては加盟の有無を問わない。 

 

（部門の出演人数・出演合唱団資格） 

第２条 

 各部門の出演人数、編成区分、種別および資格は次のとおりとする。出演人数とは、指揮者・伴奏者・

独唱者を除く合唱メンバーの人数をいう。 

（１） 中学生部門 

① 出演人数６名以上の合唱団 

② 同一の中学校の生徒で編成する合唱団、または第３条に定める合唱団 

③ 編成区分は、同声合唱または混声合唱とする。 

④ 団体名には学校名を含めなくても構わない。 

（２） 高等学校部門 

① Ａグループは出演人数６名以上３２名以下、Ｂグループは出演人数３３名以上の合唱団 

② 同一の高等学校の生徒で編成する合唱団、または第３条に定める合唱団 

③ 団体名には学校名を含めなければならない。 

（３） 大学職場一般部門 

① 大学ユースの部 

出演人数が６名以上で、出演するメンバー全員が当該年４月１日現在２８歳以下で編成する

合唱団 

② 室内合唱の部 

出演人数６名以上２４名以下で編成する合唱団 

③ 混声合唱の部 

出演人数８名以上で編成する混声合唱団 

④ 同声合唱の部 

出演人数が８名以上で編成する男声合唱団もしくは女声合唱団 

（４） 小学生部門 

① 出演人数が６名以上で編成する小学校の合唱団または小学生相当年次で構成する合唱団。 

② 小中一貫校や児童合唱団、その他一般合唱団等が出演する場合、小学生相当年次の児童のみ

で編成しなければならない。 

③ 団体名には学校名を含まなくても構わない。 

 ２ 出演人数には指揮者・伴奏者・独唱者は含まないが、指揮者・伴奏者・独唱者・譜めくりが合唱 

パートを歌う場合は人数に含めるものとする。 

   なお、曲ごとに指揮者・伴奏者・独唱者・譜めくりと合唱メンバーが入れ替わる場合、同時に合 

唱パートを歌う人数は第１項の範囲内とする。 

 ３ 出演当日に各部門の最小出演人数を下回った場合は、審査の対象外とする。但し、やむを得ない

理由がある場合は、出演当日の開演前までの当該合唱団からの申請により、理事長が判断して審査

の対象とすることができる。 

 

（出演に係る条件） 

第３条 

 出演に係る条件は次のとおりとする。 

（１） 全部門を通じ、同一合唱団の出演は１回に限る。 

加盟している合唱連盟や部門を問わず、同一合唱団は当該年度に複数回出演することはで

きない。同一合唱団とは、構成員の大半が等しく、活動状況等も同じとみなせる合唱団を



いう。 

（２） 中高一貫校および高等専門学校等は、中学生相当年度を中学生部門、高等学校相当年度を

高等学校部門として扱う。 

（３） 大学職場一般部門の合唱団は、同一の合唱団から複数の部門に出演することができる。そ

の場合、出演するそれぞれの合唱団が加盟しなければならない。 

（４） 大学職場一般部門には、中学生部門、高等学校部門に加盟する団体は出演できない。 

（５） 県大会・支部大会・全国大会を通じて、編成区分・種別を変更することはできない。 

 

 ２ 中学生部門、高等学校部門における特例をいかに定める。 

（１） 同一の学校から複数の合唱団が出演することができる。その場合、出演するそれぞれの合

唱団が加盟しなければならない。ただし、高等学校部門に限り、同一種別内では出演者の

重複を認めない。種別とは混声合唱団・男声合唱団・女声合唱団を指す。 

（２） 中高一貫校は、高等学校部門に中学生相当年次を含めた編成で出演することができる。そ

の場合、高等学校部門に出演した当該生徒は中学生部門に出演することはできない。 

（３） 小中一貫校は中学生部門に小学生相当年次を含めた編成で出演することができる。 

 

 ３ 合同合唱団 

  中学生部門および高等学校部門の合同合唱団は、合同合唱団として加盟、もしくは合同する全て

の合唱団の加盟を条件とする。大学職場一般部門において、複数の加盟合唱団による合同合唱団の

出演は、合同合唱団としての加盟を条件とする。いずれも常時活動し、理事長および東北支部長が

認めた者とする。 

（１） 中学生部門 

以下の編成に該当する合唱団で合同する合唱団および１合唱団あたりの人数は制限しない。 

① 中学校の合唱団同士による合同合唱団 

② 中学校の合唱団と中学生相当年次、もしくは小中一貫校および義務教育学校を含む中学生

年次に小学生相当年次を加えた合唱団による合同合唱団 

③ 中学生相当年次、もしくは小中一貫校および義務教育学校を含む中学生相当年次に小学生

相当年次を加えた合同合唱団 

（２） 高等学校部門 

複数の高等学校の生徒で編成する合唱団で、合同する学校数は制限しない。 

なお、１校の人数の上限を定めないが、他の学校はそれぞれ８名未満の生徒で編成するも

のとする。 

 

（指揮者・伴奏者・独唱者） 

第４条 

 指揮者・伴奏者・独唱者の資格は問わない。ただし、高等学校部門の指揮者・伴奏者・独唱者につい

ては、当該校長が認めた者に限る。また、指揮者・伴奏者・独唱者・譜めくりが合唱メンバーに入って

歌う場合は、第２条、第３条の出演資格、条件を満たさなければならない。 

 

（シード合唱団） 

第５条 

 大学職場一般部門において、前年度全国大会でシード合唱団に選出された団体は、県大会の審査を受

けずに支部大会および全国大会に出演できる。 

（１） 出演の際に前年度の部門および編成区分から変更することはできない。 

（２） 県大会および支部大会に審査の対象外で出演しなければならない。 

 

（演奏曲・演奏時間・演奏曲目順・伴奏楽器） 

第６条 

（１） 中学生部門 

自由曲のみを演奏する。曲目・曲数には制限はないが、演奏開始から終了まで曲間を含めて 

８分００秒以内とする。 

（２） 高等学校部門・大学職場一般部門・小学生部門 



① 課題曲は全日本合唱連盟発行の当該年度合唱名曲シリーズを購入し、その中から１曲を選択

して演奏しなければならない。合唱名曲シリーズの指示範囲内の移調は認めるが、それ以外

の移調は認めない。 

② ①のほか、自由曲を演奏する。自由曲の曲目・曲数に制限はない。 

③ 演奏時間は自由曲の演奏開始から終了までの曲間を含めて高等学校部門は６分３０秒、大学

職場一般部門は８分３０秒以内とする。小学生部門は、課題曲の演奏開始から自由曲の演奏

終了までの曲間を含めて７分００秒以内とする。演奏時間を超過した場合は、審査の対象と

しない。 

④ 演奏順は課題曲・自由曲の順とする。自由曲を当該年度課題曲から選んだ場合は１曲目を課

題曲とみなす。 

（３） 全部門共通 

① 出演者全員により、全曲を同じ種別（混声・男声・女声・同声）で演奏するものとする。 

② 県大会・支部大会・全国大会を通じて、演奏曲・曲順・伴奏楽器を変更することはできない、 

③ 審査員用として提出する自由曲の楽譜は著作権法に違反しないものを提出しなければならな

い。ただし、絶版・改変等でやむを得ずコピーを提出する際は、事前に日本音楽著作権協会・

出版社等の権利者の了承を受けて、その許諾を受けたことを証する書類を提出しなければな

らない。 

④ 伴奏楽器は自由である。ただし主催者の用意するピアノ１台以外は、使用団体の責任におい

て用意し、これにかかる費用は使用団体が負担するものとする。 

⑤ 演奏開始とは「演奏の最初の音が鳴った時（伴奏楽器の音も含む）、演奏終了とは「演奏の最

後の音が消えた時（伴奏楽器の音も含む）」を指す。舞台への入退場の時間は含まれない。 

（部門・出演団体の演奏順） 

第７条 

（１） 各部門の演奏順は、中学生→小学生→高等学校→大学職場一般と、高等学校→小学生→中学生 

→大学職場一般を毎年交替する。 

 （２）大学職場一般部門は、大学ユースの部を先、室内合唱・混声合唱・同声合唱の部を後とする。 

 （３）各部門内の出演順は、抽選により行う。ただし、演奏上困難が認められる場合は、事務局に 

よる調整を行い、理事長が判断を行う。 

（出演団体の費用） 

第８条 

（１） 出演者負担金 

出演団体は出演者について次の金額を指定する期日までに納入する（合唱メンバーを兼ねな

い指揮者・伴奏者は除く）。譜めくり等の付添者がいる場合は４名以内とする。 

 中学生部門    一人あたり １，０００円 

 高等学校部門   一人あたり １，３００円 

 大学職場一般部門 一人あたり １，５００円 

 小学校部門    一人あたり   ５００円（加盟している団体） 

 小学校部門    一人あたり   ９００円（加盟していない団体） 

一旦納入した負担金は原則として払い戻さない。ただし、やむを得ない事情で県大会が開催

できなくなった場合、それまでに発生した費用を差し引いた金額を返金する。 

（２） 演奏曲の音楽著作権料 

大会経費として実行委員会が負担する。ただし、日本音楽著作権協会に登録していない作曲

者については出演者が直接権利者に支払う者とする。 

 ２ その他出演に関する費用は、出演団体の負担とする。 

 

（規程違反の扱い） 

第９条 

 出演資格など本規程に違反したときは、出演停止または審査対象外とする。後日発覚した場合は入賞

を取り消すことができる。 

 ２ 出演資格等に疑義が生じた場合は、合唱団が証拠を示さなければならない。 

 

（表彰・審査） 



第１０条 

審査結果を基に、金・銀・銅の各賞をもって表彰する。この他に特別賞を与えることがある。シード

合唱団は金賞として扱う。 

 ２ 審査への立ち会い者は理事長と事務局長とする。ただし、コンクール出演者はその当該部門の審

査に立ち会うことができないが、代理者を置くことができる。 

 ３ 審査結果発表は出演順に発表する。次に特別賞と全国大会推薦団体を発表する。成績の公表は、

会場での審査結果発表後に行う。 

 

（県大会から上位大会への推薦） 

第１１条 

中学生部門・高等学校部門・大学職場一般部門の支部大会への推薦団体は、原則として３位まで受賞

した団体とする。ただし、県大会参加団体数により次のとおりとする。 

（１） 中学生、高等学校部門は出演団体の２５％（小数点以下切り上げ）を推薦することができる。 

（２） 大学職場一般部門大学ユースの部では出演団体の４０％（小数点以下切り上げ）を推薦する

ことができる。 

（３） 大学職場一般部門室内合唱の部・混声合唱の部・同声合唱の部は３つの部をあわせた出演団

体の４０％（小数点以下切り上げ）を推薦することができる。 

２ 上記推薦枠の中に、中学生部門については混声合唱の部あるいは同声合唱の部の団体が、高等学

校部門についてはＡグループあるいはＢグループの団体が含まれていない場合、含まれていない

部・グループから１団体を推薦することができる。 

 ３ 各県は前年度の支部大会で部門毎に全国大会に推薦された数を当該部門の代表枠に加えること

ができる。 

 ４ 前年度全国大会でシード合唱団に選出された団体は、以上の参加合唱団数および推薦数のいずれ 

にも含まれない。 

 ５ 小学校部門の全国大会への推薦団体は、原則として１位を受賞した団体とする。試行期間内は加 

盟してない団体でも推薦できる。なお、全国大会の出演資格をもつのは、支部の代表として支部長 

が認めた合唱団とする。 

 ６ 台風・地震等の影響により、県大会が開催できなかった場合は、各県合唱連盟が演奏音源により 

審査をして推薦することができる。 

（入場料） 

第１２条 

入場料は事務局で立案し、五役会で決定する。 

（規程の改廃） 

第１３条 

 この規程の改廃は青森県合唱連盟総会の過半数の賛成をもって行う。 

（付則） 

第１４条 

 この規程は令和８年４月２６日から施行する。 

 


